
チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 分からない ご意見 施設より

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保され

ているか
6 0 0 0 ・充分なスペースの中で活動ができています。

2 職員の配置数は適切であると思いますか 6 0 0 0
・退職者が出てから職員が増えていないため、以前よりも職員の数が少ない日があります

が、安全面に気をつけながら支援に努めております。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化され

た環境(※１)になっているか。また、障害の特

性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化

や情報伝達等への配慮が適切になされている

とおもいますか

6 0 0 0

・施設までの階段や施設内での段差があります。

・必要に応じ、お手伝いをさせて頂きますので、ご遠慮なくお申し付けください。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境と

なっていると思いますか。また、こども達の活

動に合わせた空間となっているとおもいますか

6 0 0 0
・使用器具等は毎日の目視点検と、月に１度メンテナンスを行っています。

・引き続き、安全で清潔な施設を維持していけるよう努めてまいります。

5

こどものことを十分に理解し、こどもの特性に

応じた専門性のある支援が受けられていると

おもいますか

5 1 0 0

・全職員が有資格者で定期的な研修を行っております。

・お子様や保護者様のニーズをお伺いし、課題を分析した上で支援を行うよう努めてまいりま

す。

6

事業所が公表している支援プログラム(※２)

は、事業所の提供する支援内容とあっていると

思いますか

6 0 0 0
・お子様や保護者様のニーズに沿えるよう引き続き運動プログラムと生活プログラムを兼ね

合わせて支援していきます。

7

こどものことを十分に理解し、こどもと保護者

のニーズや課題が客観的に分析された上で、

児童発達支援計画(個別支援計画)(※３)が作

成されていると思いますか

6 0 0 0
・お子様や保護者様のニーズをお伺いし、課題を分析した上で、保護者様にご理解いただけ

るよう丁寧な説明をしてまいります。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド

ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の

「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」で示す

支援の内容からこどもの支援に必要な項目が

適切に設定され、その上で、具体的な支援内

容が設定されていると思いますか

6 0 0 0

・本人支援では５領域の視点を網羅して作成しています。(健康・生活、運動・感覚、認知・行

動、言語・コミュニケーション、人間関係・社会性)

・子どもの育ちの環境を整える為、家族支援、移行支援を加味して作成していきます。

9
児童発達支援計画に沿った支援が行われて

いると思いますか
6 0 0 0

・集団クラスは活動内容は統一しておりますが、その中でお子様の課題に合わせた支援が

できるよう、毎日、個別支援計画を確認しながら、職員間で話し合いを行っています。

10
事業所の活動プログラム(※４)が固定化しない

よう工夫されていると思いますか
5 1 0 0

・基本的なプログラムは専門家のご意見を伺った年間計画に沿って行っておりますが、その

中でお子様に合わせ、楽しめるよう工夫していまいります。

・活動内容が決まっている為、くり返しの活動にはなりますが、それぞれのお子様の状況に

合わせてレベルアップを目指す事ができるよう支援してまいります。

11

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、その他地域で他のこどもと活動する機会

がありますか

0 2 4 0
・特にプログラムに今はないかな

思いました。
・機会を設けてはございませんが、ご希望があれば、検討してまいります。

12

事業所を利用する際に運営規定、支援プログ

ラム、利用者負担等について丁寧な説明があ

りましたか

6 0 0 0
・契約時に説明をしております

・引き続き丁寧な説明を心掛けてまいります。

13
「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容

の説明がなされましたか
6 0 0 0 ・契約時や面談時に計画表を示しながら説明をしております。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレントトレーニング(※５)等）や家族等

も参加できる研修や情報提供の機会等が行わ

れていますか

2 2 2 0

・ペアレントトレーニングとしての時間を設けることができておりませんが、面談時や日頃、一

緒に活動していただいている中でお子様への支援方法や声かけなどをお伝えしています。

・今後、保護者様にお話の機会を作れるよう検討してまいります。

15

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

こどもの健康や発達の状況について共通理解

ができていると思いますか

5 1 0 0

・保護者様と、よりお子様についての状況を共有できるよう、支援前後のお話の時間を大切

にしてまいります。また、指導員間で話しをしている支援課題や支援方針なども保護者様に

小まめにお伝えしてまいります。

16
定期的に、面談や、育児に関する助言等の支

援が行われていますか
5 0 1 0

・半年に一回児童発達支援管理責任者が面談を行っております。

・相談、ご質問等があった場合は都度対応しております。

17
事業所の職員から共感的に支援されていると

思いますか
4 2 0 0

・運動中に喋りたくなる事がよくあ

るが「今は運動中だから休憩の時

にお話聞くね」と説明してあげて

ほしい。スルーされたり「後で聞く

ね」よりもう少しなぜ今はダメなの

かを理解できるよう説明してあげ

てほしい。

・ご意見ありがとうございます。今やる事、何をする時間なのか等本人が理解できるよう丁寧

な説明を心掛けてまいります。

・引き続き保護者様と共にお子様に寄り添った支援に努めて参ります。
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18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開

催等により保護者同士の交流の機会が設けら

れるなど、家族への支援がされているか。ま

た、きょいうだい向けのイベントの開催等によ

り、きょうだい同士の交流の機会が設けられる

など。きょうだいへの支援がされていますか

0 0 3 3
・特にプログラムに今はないかと

思いました。
・開催のご希望をうかがい検討してまいります。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、

対応の体制を整備がされているとともに、こど

もや保護者に対してそのような場があることに

ついて周知・説明され、相談や申入れをした際

に迅速かつ適切に対応されていますか

5 1 0 0
・苦情受付窓口は児発管、解決責任者は管理者となっており、契約書に記載、ご説明してお

りますが、何かございましたら、いつでもどの職員でもお伝えください。

20

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活

動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業

務に関する自己評価の結果をこどもや保護者

に対して発信しされていますか

4 1 1 0

・半年ごとの活動計画の配布、メールや書面での連絡等を行っています。

・UNIMO通信やブログ(リタリコ発達ナビ)にて日頃の様子をお伝えしています。

・自己評価は保護者様への配布、施設内入口への掲示とホームページへの記載をしていま

す。

21
個人情報の取り扱いに十分に留意されている

と思いますか
6 0 0 0 ・個人情報は鍵のかかるロッカーや保管庫で管理しています。

22

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対

応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施さ

れていますか。また、発生を想定した訓練が実

地されていますか

5 1 0 0 ・各マニュアルを作成しており、開示資料として事業所入口に設置しております。

23

事業所では、非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出、その他必要な訓練が行われて

いますか

5 1 0 0
・職員は年に２回以上の訓練や設備点検を行なっております。ご利用者様にも年に１回避難

訓練にご協力いただいております。

24

事業所により、こどもの安全を確保するための

計画について周知される等、安全の確保が十

分に行われた上で支援が行われていると思い

ますか

5 1 0 0
・年間を通して安全計画を作成しております。

・安全に活動する事ができるよう集団活動も小集団で行っております。

25

事故等(怪我等を含む)が発生した際に、事業

所から速やかな連絡や事故が発生した際の状

況について説明がされていると思いますか

4 2 0 0
・怪我を含む事故が発生した場合は、速やかに保護者様にご連絡説明いたします。

・今まで大きな事故が起こった事はありませんが、引き続き安全管理に努めてまいります。

26 こどもは安心感をもって通所していますか 6 0 0 0 ・日頃からコミュニケーションを図り、安心感をもって通所して頂けるよう努めてまいります。

27 こどもは通所を楽しみにしていますか 3 3 0 0

・比較的安心して通えるようになっ

てきましたが、時々拒否がありま

す。

・UNIMOの活動が楽しい、できる事が増えて嬉しい、こんな運動ができるようになりたいという

気持ちを持っていただけるよう努めてまいります。

28 事業所の支援に満足していますか 6 0 0 0

・ありがとうございます。UNIMOでの活動がお子様の成長に繋がるよう引き続きお子様に寄り

添った支援に努めてまいります。
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29
その他、ご意見やご要望がございましたらお

聞かせください

・今回ご意見をいただいた内容を踏まえ、お子様への関わり方に注意を払いながらより安

心、安全に活動していただけるよう努めてまいります。引き続きご意見やご要望がございまし

たらお聞かせください。

ご協力ありがとうございました。いただきましたアンケートは、集計後、HPへの掲載と保護者様へ紙面でお配り予定です。

今後も、保護者の皆様と共に、『お子さまの生活能力の向上』を目指して活動して参ります。

ご意見・ご要望などは遠慮なくお申し付けください。
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※1　「本人に分かりやすく構造化された環境」とは、こども本人がこの部屋で何をするのかが分かりやすいよう、机や本棚の配置などを工夫することです。

※２　「支援プログラム」とは、事業所における総合的な支援の推進と事業所が提供する支援の見える化を図るため、事業所で行われている取り組み等について示し、公表することが求められています。

※３　「児童発達支援計画　(個別支援計画)」は、児童発達支援を利用する個々のこどもについて有する能力を、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援方針や支援目標及び達成時

期、生活全般の質の向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上で留意事項などを記録する計画のことです。これは、児童発達センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成し、保護者等

への説明を行うとともに同意を得ることが義務付けられているものです。

※４　「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目標を持って行われる個々の活動のことです。こどもの発達の状況や障害の特性等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

※５　「ペアレント・トレーニング」は、保護者がこどもの障害の特性やその特性を踏まえたこどもへの関わり方を学ぶことにより、こどもの行動変容することを目標とします。

・いつもありがとうございます。

・本人の運動の目的が身体の動かし方を学ぶではなく、急い

でやる、数をこなす事になっているようなので(ゆっくり)落ち着

いて一つ一つ丁寧に(動きを確認しながら)正しい動かし方が

認識できるように指導していただきたいです。こちらも「とまる」

で止まる「はいどうぞ」と言われてからその運動をするなど気

をつけて子どもに声を掛けていきたいと思います。(流れ作業

にならないように)

・子どもの前では、体の前で両腕を組む仕草は控えてほしい

です。


